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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数種類のシンボルがそれぞれ表示された複数のリールと、
前記複数のリールを個々に回転させるためのリール駆動手段と、
前記リールを個々に停止させるための複数の停止操作手段と、
前記リール駆動手段及び前記複数の停止操作手段にそれぞれ接続され、遊技を制御するた
めの遊技制御手段とを備え、
　前記遊技制御手段には、
　前記複数のリールの回転開始からの時間を計測するための回転時間計測手段と、
　前記回転時間計測手段により計測された計測時間が、予め設定された自動停止時間に達
したことを条件に、前記リール駆動手段の駆動を停止させ、回転中の前記リールを、遊技
者による前記停止操作手段の操作無しに自動停止させるための自動停止制御手段とを備え
たスロットマシンにおいて、
　前記遊技制御手段には、
　遊技状態を判断するための遊技状態判断手段と、
　前記遊技状態判断手段の判断結果にもとづいて、前記自動停止時間を可変するための停
止時間可変手段と、
　複数種類の入賞役を抽選するための抽選手段とを備え、
　前記遊技状態判断手段は、
　前記抽選手段の抽選結果にもとづいて、遊技状態を判断するようにし、
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　前記遊技制御手段には、
　前記遊技状態判断手段の判断結果にもとづいて、前記自動停止制御手段による前記停止
順序を異ならせるための停止順序可変手段を備え、
　前記自動停止制御手段は、
　自動停止開始後、所定の時間の間、自動停止前の回転中のリールに対応する前記停止操
作手段を有効にし、当該停止操作手段を操作することで、対応する回転中のリールを個々
に手動停止できるようにしていることを特徴とするスロットマシン。
【請求項２】
　前記停止時間可変手段は、
　前記複数の各リール毎に前記自動停止時間を設定するようにしていることを特徴とする
請求項１に記載のスロットマシン。
【請求項３】
　スロットマシンには、
　演出を報知するための演出装置を備え、
　前記遊技制御手段には、
　前記回転時間計測手段により計測された計測時間を、前記演出装置により報知するため
の計測時間報知手段を備えていることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載のスロッ
トマシン。
【請求項４】
　前記停止時間可変手段には、
　予め設定された標準となる標準自動停止時間を含み、
　前記計測時間報知手段は、
　前記回転時間計測手段により計測された計測時間が、前記標準自動停止時間に達する迄
を一連の演出で、前記演出装置により報知するようにしていることを特徴とする請求項３
に記載のスロットマシン。
【請求項５】
　前記停止時間可変手段は、
　遊技者により少なくとも１つの前記リールに対する停止操作が行われたことを条件に前
記自動停止時間を可変させるようにしていることを特徴とする請求項１～４のいずれか１
項に記載のスロットマシン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、スロットマシンに関し、遊技状態に応じてリールの自動停止時間を可変す
ることができるようにしたものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のスロットマシンでは、抽選結果に応じて、リーチ目を表示したり、或いは特殊な
演出を行って、抽選結果を遊技者に告知していた。
　また、従来のスロットマシンは、一定の時間内にリールの停止操作を行わない場合には
、リールを自動停止した。
　このとき、複数のリールを、一定の停止順序で常に、自動停止させていた。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、上記した従来のスロットマシンでは、遊技に不慣れな初心者が、リーチ目や特
殊な演出に気付かず、遊技に熟練した熟練者と公平に遊技を楽しむことができないという
問題点があった。
　そこで、各請求項にそれぞれ記載された各発明は、上記した従来の技術の有する問題点
に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、次の点にある。
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（請求項１）
　すなわち、請求項１に記載の発明は、遊技状態に応じて、自動停止時間を可変すること
で、遊技に不慣れな初心者にもわかり易く、遊技状態を告知することができるようにした
ものである。
【０００４】
　これに加えて、請求項１に記載の発明は、自動停止時間を可変することで、抽選結果を
遊技者に告知することができるようにしたものである。
　さらに、遊技状態判断手段の判断結果にもとづいて、自動停止制御手段による停止順序
を異ならせることができるようにしたものである。
　例えば、一般遊技中に、特別役、例えばＢＢ移行役が当選した場合には、左側リール、
中央リール、右側リールの順を、中央リール、左側リール、右側リールの順に変更するこ
とができる。
【０００５】
　その結果、遊技者は、例えば中央リールが最初に停止することで、ＢＢ移行役が当選し
たことを知ることが可能である。
（請求項２）
　請求項２に記載の発明は、上記した請求項１に記載の発明の目的に加え、次の点を目的
とする。
【０００６】
　すなわち、請求項２に記載の発明は、複数の各リール毎に自動停止時間を可変すること
ができるようにしたものである。
（請求項３）
　請求項３に記載の発明は、上記した請求項１又は請求項２に記載の発明の目的に加え、
次の点を目的とする。
【０００７】
　すなわち、請求項３に記載の発明は、演出装置による演出も加えて、遊技状態を遊技者
に一層、わかり易く告知することができるようにしたものである。
（請求項４）
　請求項４に記載の発明は、上記した請求項３に記載の発明の目的に加え、次の点を目的
とする。
【０００８】
　すなわち、請求項４に記載の発明は、一連の演出により、自動停止時間が可変している
ことを、遊技者に一層、わかり易く表示することができるようにしたものである。
（請求項５）
　請求項５に記載の発明は、上記した請求項１～４のいずれか１項に記載の発明の目的に
加え、次の点を目的とする。
【０００９】
　すなわち、請求項５に記載の発明は、リールの停止操作に関連付けて、自動停止時間を
可変することができるようにしたものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　各請求項にそれぞれ記載された各発明は、上記した各目的を達成するためになされたも
のであり、各発明の特徴点を図面に示した発明の実施の形態を用いて、以下に説明する。
　なお、カッコ内の符号は、発明の実施の形態において用いた符号を示し、本発明の技術
的範囲を限定するものではない。
　また、図面番号も、発明の実施の形態において用いた図番を示し、本発明の技術的範囲
を限定するものではない。
（請求項１）
　請求項１に記載の発明は、次の点を特徴とする。
【００１１】
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　第一に、スロットマシン(10)には、例えば図１に示すように、次の構成を備える。
　　　　（１）複数のリール
　複数のリールは、図示しないが、複数種類のシンボルがそれぞれ表示されている。
　　　　（２）リール駆動手段(500)
　リール駆動手段(500)は、複数のリール（図示せず）を個々に回転させるためのもので
ある。
【００１２】
　　　　（３）複数の停止操作手段(400～420)
　複数の停止操作手段(400～420)は、リールを個々に停止させるためのものである。
　　　　（４）遊技制御手段(100)
　遊技制御手段(100)は、リール駆動手段(500)及び複数の停止操作手段(400～420)にそれ
ぞれ接続され、遊技を制御するためのものである。
【００１３】
　第二に、遊技制御手段(100)には、例えば図１に示すように、次の手段を備える。
　　　　（５）回転時間計測手段(140)
　回転時間計測手段(140)は、複数のリールの回転開始からの時間を計測するためのもの
である。
　　　　（６）自動停止制御手段(150)
　自動停止制御手段(150)は、回転時間計測手段(140)により計測された計測時間が、予め
設定された自動停止時間（例えば６０秒）に達したことを条件に、リール駆動手段(500)
の駆動を停止させ、回転中のリールを、遊技者による停止操作手段(400～420)の操作無し
に自動停止させるためのものである。
【００１４】
　第三に、遊技制御手段(100)には、例えば図１に示すように、次の手段を備えている。
　　　　（７）遊技状態判断手段(160)
　遊技状態判断手段(160)は、遊技状態を判断するためのものである。
　　　　（８）停止時間可変手段(170)
　停止時間可変手段(170)は、遊技状態判断手段(160)の判断結果にもとづいて、自動停止
時間を可変（例えば３００秒）するためのものである。
【００１５】
　　　　（９）抽選手段(110)
　抽選手段(110)は、複数種類の入賞役を抽選するためのものである。
　第四に、遊技状態判断手段(160)は、抽選手段(110)の抽選結果にもとづいて、遊技状態
を判断するようにしている。
　第五に、遊技制御手段(100)には、例えば図１に示すように、次の手段を備えている。
【００１６】
　　　　（１０）停止順序可変手段(800)
　停止順序可変手段(800)は、遊技状態判断手段(160)の判断結果にもとづいて、自動停止
制御手段(150)による停止順序を異ならせるためのものである。
　第六に、自動停止制御手段(150)は、自動停止開始後、所定の時間の間、自動停止前の
回転中のリールに対応する停止操作手段(400～420)を有効にし、当該停止操作手段(400～
420)を操作することで、対応する回転中のリールを個々に手動停止できるようにしている
。
（請求項２）
　請求項２に記載の発明は、上記した請求項１に記載の発明の特徴点に加え、次の点を特
徴とする。
                                                                                
【００１７】
　すなわち、停止時間可変手段(170)は、複数の各リール毎に自動停止時間を設定するよ
うにしている。
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（請求項３）
　請求項３に記載の発明は、上記した請求項１又は請求項２に記載の発明の特徴点に加え
、次の点を特徴とする。
【００１８】
　第一に、スロットマシン(10)には、演出を報知するための演出装置(700)を備える。
　第二に、遊技制御手段(100)には、例えば図１に示すように、回転時間計測手段(140)に
より計測された計測時間を、演出装置(700)により報知するための計測時間報知手段(191)
を備える。
（請求項４）
　請求項４に記載の発明は、上記した請求項３に記載の発明の特徴点に加え、次の点を特
徴とする。
【００１９】
　第一に、停止時間可変手段(170)には、予め設定された標準となる標準自動停止時間（
例えば６０秒）を含む。
　第二に、計測時間報知手段(191)は、回転時間計測手段(140)により計測された計測時間
が、標準自動停止時間に達する迄を一連の演出で、演出装置(700)により報知するように
している。
（請求項５）
　請求項５に記載の発明は、上記した請求項１～４のいずれか１項に記載の発明の特徴点
に加え、次の点を特徴とする。
【００２０】
　すなわち、停止時間可変手段(170)は、遊技者により少なくとも１つのリールに対する
停止操作が行われたことを条件に自動停止時間を可変させるようにしている。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明は、以上のように構成されているので、以下に記載されるような効果を奏する。
（請求項１）
　請求項１に記載の発明によれば、次のような効果を奏する。
　すなわち、請求項１に記載の発明によれば、遊技状態に応じて、自動停止時間を可変す
ることで、遊技に不慣れな初心者にもわかり易く、遊技状態を告知することができる。
【００２２】
　これに加えて、請求項１に記載の発明によれば、自動停止時間を可変することで、抽選
結果を遊技者に告知することができる。
　さらに、遊技状態判断手段の判断結果にもとづいて、自動停止制御手段による停止順序
を異ならせることができる。
　例えば、一般遊技中に、特別役、例えばＢＢ移行役が当選した場合には、左側リール、
中央リール、右側リールの順を、中央リール、左側リール、右側リールの順に変更するこ
とができる。
【００２３】
　その結果、遊技者は、例えば中央リールが最初に停止することで、ＢＢ移行役が当選し
たことを知ることが可能である。
（請求項２）
　請求項２に記載の発明によれば、上記した請求項１に記載の発明の効果に加え、次のよ
うな効果を奏する。
【００２４】
　すなわち、請求項２に記載の発明によれば、複数の各リール毎に自動停止時間を可変す
ることができる。
（請求項３）
　請求項３に記載の発明によれば、上記した請求項１又は請求項２に記載の発明の効果に
加え、次のような効果を奏する。
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【００２５】
　すなわち、請求項３に記載の発明によれば、演出装置による演出も加えて、遊技状態を
遊技者に一層、わかり易く告知することができる。
（請求項４）
　請求項４に記載の発明によれば、上記した請求項３に記載の発明の効果に加え、次のよ
うな効果を奏する。
【００２６】
　すなわち、請求項４に記載の発明によれば、一連の演出により、自動停止時間が可変し
ていることを、遊技者に一層、わかり易く表示することができる。
（請求項５）
　請求項５に記載の発明によれば、上記した請求項１～４のいずれか１項に記載の発明の
効果に加え、次のような効果を奏する。
【００２７】
　すなわち、請求項５に記載の発明によれば、リールの停止操作に関連付けて、自動停止
時間を可変することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
（図面の説明）
　図１～２は、本発明の第一の実施の形態の一例をそれぞれ示すものである。
　図１は、スロットマシンの概略ブロック図、図２はスロットマシンの動作を説明するた
めのフローチャートをそれぞれ示すものである。
　図３は、本発明の第二の実施の形態の一例を示し、同図はスロットマシンの概略ブロッ
ク図を示すものである。
（スロットマシン10）
　図中、10は、スロットマシンを示すものである。
【００２９】
　上記スロットマシン10は、図１に示すように、遊技制御手段100を中心に構成されてい
る。
（遊技制御手段100）
　遊技制御手段100は、遊技を制御するためのものである。
　上記遊技制御手段100は、図示しないが、ＣＰＵ（以下「メインＣＰＵ」ともいう。）
を中心に構成され、ＲＯＭ、ＲＡＭ、Ｉ／Ｏ等を備えている。
【００３０】
　なお、遊技制御手段100のＣＰＵの数は、１個に限定されず、２個以上のＣＰＵを用い
ても良い。
　上記ＣＰＵは、ＲＯＭに記憶されたプログラムを読み込むことで、図１に示すように、
大別すると、次の手段として機能する。
　　　　（１）抽選手段110
　　　　（２）一般遊技実行手段120
　　　　（３）特別遊技実行手段130
　　　　（４）回転時間計測手段140
　　　　（５）自動停止制御手段150
　　　　（６）遊技状態判断手段160
　　　　（７）停止時間可変手段170
　　　　（８）ホッパー制御手段180
　　　　（９）演出制御手段190
　なお、遊技制御手段100の手段は、上記した（１）～（９）に限定されない。
（遊技制御手段100の入力段）
　前記遊技制御手段100の入力段には、図１に示すように、次の手段がそれぞれ接続され
ている。
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【００３１】
　　　　（１）メダル投入手段200
　　　　（２）駆動開始操作手段300
　　　　（３）停止操作手段400～420
　なお、遊技制御手段100の入力段に接続される手段は、上記した（１）～（３）に限定
されない。
（遊技制御手段100の出力段）
　前記遊技制御手段100の出力段には、図１に示すように、次のパーツがそれぞれ接続さ
れている。
【００３２】
　　　　（１）リール駆動手段500
　　　　（２）ホッパーユニット600
　　　　（３）演出装置700
　なお、遊技制御手段100の出力段に接続されるパーツは、上記した（１）～（３）に限
定されない。
（メダル投入手段200）
　メダル投入手段200は、スロットマシン10の内部に遊技媒体、例えばメダルを投入する
ためのものである。
【００３３】
　具体的には、メダル投入手段200は、図示しないが、メダル投入口から投入されたメダ
ルを検出するためのメダルセンサーや、スロットマシン10の内部に貯留されたクレジット
メダルを投入するためのメダル投入スイッチから構成される。
　なお、メダル投入手段200は、上記例示したメダルセンサーやメダル投入スイッチに限
定されない。
（駆動開始操作手段300）
　駆動開始操作手段300は、リール駆動手段500の駆動を開始させるためのものである。
【００３４】
　具体的には、駆動開始操作手段300を操作すると、リール駆動手段500の複数個、例えば
３個のリールモータ510～530が同時に駆動され、複数個、例えばリールモータ510～530と
同数の３個のリール（図示せず）が一斉に回転を開始する。
　なお、リール駆動手段500のリールモータ510～530やリールの数は、３個に限定されな
い。
（停止操作手段400～420）
　停止操作手段400～420は、図示しないが、複数、例えば３個のリールを個々に停止させ
るためのものである。
【００３５】
　上記停止操作手段400～420は、複数個、例えばリール（図示せず）と同数の計３個有り
、対応する各リールの直下にそれぞれ配置されている。
　なお、停止操作手段400～420の数は、３個に限定されない。
　そして、一個目の停止操作手段400～420を操作すると、直上に位置する回転中のリール
が停止する。同様に、二個目の停止操作手段400～420を操作すると、回転中の２個目のリ
ールが、三個目の停止操作手段400～420を操作すると、回転中の３個目のリールがそれぞ
れ停止し、３個全てのリールが停止する。
（リール駆動手段500）
　リール駆動手段500は、図示しないが、複数、例えば３個のリールを個々に回転させる
ためのものである。
【００３６】
　上記リール駆動手段500は、図１に示すように、複数、例えば３個のリールモータ510～
530を備える。
　なお、前述したように、リール駆動手段500のリールやリールモータ510～530の数は、
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３個に限定されないほか、リールモータ510～530の数は、リールと同数でなく、１個のリ
ールモータ510～530で複数個のリールを回転させても良い。
【００３７】
　上記各リール（図示せず）には、その外周に複数種類のシンボルがそれぞれ表示されて
いる。
（ホッパーユニット600）
　ホッパーユニット600は、３個のリール（図示せず）に停止されたシンボルの組み合わ
せが所定の賞態様に一致した場合に、対応する所定枚数の遊技媒体、例えばメダルを、遊
技者に払い出すものである。
【００３８】
　なお、メダルを払い出す代わりに、クレジットメダルの貯留枚数を増加させても良い。
（演出装置700)
　演出装置700は、演出を報知するためのものである。
　上記演出装置700は、図１に示すように、次のパーツを備える。
　なお、演出装置700のパーツは、次の（１）～（２）に限定されない。
【００３９】
　　　　（１）表示装置710
　表示装置710は、演出を視覚的に報知するためのものであり、例えば液晶を使用する。
　なお、表示装置710は、液晶に限定されず、ドットマトリックス、ブラウン管、ランプ
等を使用しても良い。
　　　　（２）スピーカ720
　スピーカ720は、演出を聴覚的に報知するためのものであり、スピーカ720を通じて例え
ば各種の効果を発生させる。
（抽選手段110）
　抽選手段110は、複数種類の入賞役を抽選するためのものである。
【００４０】
　上記入賞役は、大別すると、次の遊技状態により変化する。
　　　　（１）一般遊技
　　　　（２）特別遊技
（特別遊技）
　特別遊技は、例えば、次のゲームがある。
【００４１】
　　　　（１）いわゆるレギュラー・ボーナス・ゲーム
　　　　　　　（以下、「ＲＢ」という。）
　　　　（２）いわゆるビック・ボーナス・ゲーム
　　　　　　　（以下、「ＢＢ」という。）
　　　　（３）いわゆるチャレンジ・タイム
　　　　　　　（以下、「ＣＴ」という。）
　　　　（４）いわゆるアシスト・タイム
　　　　　　　（以下、「ＡＴ」という。）
　なお、特別遊技のゲームは、上記した（１）～（４）に限定されない。
（ＲＢ）
　ＲＢは、一般遊技や後述するがＢＢ中、ＲＢ移行役の成立を条件に、開始される。
【００４２】
　上記ＲＢ移行役としては、ＲＢ移行役のシンボル、例えば「ＢＡＲ」のシンボルが３個
揃った場合に成立する。
　このとき、「ＢＡＲ」のシンボルが３個揃ったことにより、メダルが３枚払い出される
。
　上記ＲＢの開始後、所定のゲーム数（例えば１２ゲーム）が終了するか、或いはＲＢの
入賞役が所定回数（例えば８回）、入賞すると、ＲＢが終了する。例えば、一般遊技から
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ＲＢに移行した場合には、ＲＢの終了後、一般遊技に復帰する。
【００４３】
　ＲＢの継続中、上記ＲＢ入賞役、例えば「７/Ｒ/Ｒ」、「Ｒ/Ｒ/Ｒ」の組み合わせが成
立すると、１５枚のメダルを払い出される。
　なお、上記「Ｒ」は、いわゆるリプレイシンボルを意味する。リプレイは、一般遊技に
おいては、前回の遊技と同一条件で、次回の遊技をメダルの投入無しに行える遊技形態を
意味する。
【００４４】
　なお、ＲＢの遊技内容は、上記した具体例に限定されない。
　一方、ＲＢに対して、いわゆるシングル・ボーナス・ゲーム（以下「ＳＩＮボーナス」
という。）というものがある。
　すなわち、ＳＩＮボーナスは、ＲＢ中の条件遊技を１遊技だけ行うものであり、特別遊
技にＳＩＮボーナスを含めても良い。
（ＢＢ）
　ＢＢは、一般遊技中、ＢＢ移行役の成立を条件に、開始される。
【００４５】
　上記ＢＢ移行役としては、ＢＢ移行役のシンボル、例えば「７」のシンボルが３個揃っ
た場合に成立する。
　このとき、「７」のシンボルが３個揃ったことにより、メダルが１５枚払い出される。
　ＢＢには、次の遊技態様を含む。
　なお、ＢＢの遊技態様は、次の（１）～（２）に限定されない。
【００４６】
　　　　（１）第一特別遊技態様
　第一特別遊技態様では、小役及び次に説明する第二特別遊技態様への移行役の抽選が行
われ、以下「ＢＢ中一般遊技」という。
　　　　（２）第二特別遊技態様
　第二特別遊技態様では、上記第一特別遊技態様、ないしはＢＢ中一般遊技と異なるもの
であり、具体的には先に説明したＲＢが行え、以下「ＢＢ中ＲＢ」という。
【００４７】
　ＢＢの開始後、ＢＢ中一般遊技の遊技回数が最大３０ゲームに達するか、或いはＢＢ中
ＲＢの３回の終了により、ＢＢが終了し、一般遊技に復帰する。
　ＢＢ中一般遊技において、ＢＢ中ＲＢ移行役、例えば「Ｒ/Ｒ/Ｒ」、「ＢＡＲ/ＢＡＲ/
ＢＡＲ」の組み合わせが成立したときにＲＢに移行するものである。当該遊技を、いわゆ
るジャック・イン（以下「ＪＡＣＩＮ」という。）という。すなわち、ＪＡＣＩＮは、Ｂ
Ｂ中にＲＢに移行することをいう。
【００４８】
　なお、ＢＢの遊技内容は、上記した具体例に限定されない。
（ＣＴ）
　ＣＴは、いわゆるチャレンジ・タイムと呼ばれ、ＢＢ当選時に抽選され、ＣＴ抽選に当
選した場合に、ＢＢ終了後、開始される。
　ＣＴ中は、リール駆動手段500の制御が一部又は全部解除され、いわゆる目押しにより
小役を狙えるようになる。
【００４９】
　ＣＴは、所定の終了条件が成立すると、終了する。
　ＣＴの終了条件としては、メダルの払出枚数が所定の枚数（例えば最大２１４枚）に達
するか、遊技回数が所定のゲーム数（例えば１５０ゲーム）に達するか、ＢＢの当選に当
選するか、いずれか先に達成された条件により終了する。
（ＡＴ）
　ＡＴは、いわゆるアシスト・タイムと呼ばれ、複数、例えば２種類や３種類の特定の小
役の当選を報知することで、当該小役を狙って停止操作手段400～420を操作することによ
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り、入賞確率が向上する遊技状態をいう。
（一般遊技中の入賞役）
　ＢＢ中一般遊技を除く一般遊技中の入賞役には、大別すると、次の種類がある。
【００５０】
　なお、一般遊技中の入賞役は、次の（１）～（２）に限定されない。
　　　　（１）一般役
　一般役には、例えば、小役や、リプレイ等がある。
　なお、一般役は、小役や、リプレイに限定されない。
　　　　（２）特別役
　特別役には、例えば、前述したＲＢ移行役や、ＢＢ移行役等がある。
【００５１】
　なお、特別役は、ＲＢ移行役や、ＢＢ移行役に限定されない。
（ＢＢ中一般遊技の入賞役）
　ＢＢ中一般遊技の入賞役には、次の種類がある。
　　　　（１）小役
　　　　（２）ＢＢ中ＲＢ移行役
　なお、ＢＢ中一般遊技中の入賞役は、上記した（１）～（２）に限定されない。
（ＲＢ中の入賞役）
　ＲＢ中の入賞役には、次の種類がある。
【００５２】
　　　　（１）ＲＢ入賞役
　なお、ＢＢ中の入賞役は、上記した（１）に限定されない。
（一般遊技実行手段120）
　一般遊技実行手段120は、一般遊技を実行するためのものである。
（特別遊技実行手段130）
　特別遊技実行手段130は、特別遊技を実行するためのものである。
【００５３】
　上記特別遊技実行手段130には、図１に示すように、次の手段を備える。
　なお、特別遊技実行手段130の手段は、次の（１）～（２）に限定されない。
　　　　（１）ＲＢ制御手段131
　ＲＢ制御手段131は、ＲＢを実行するためのものである。
　　　　（２）ＢＢ制御手段132
　ＢＢ制御手段132は、ＢＢを実行するためのものである。
（回転時間計測手段140）
　回転時間計測手段140は、複数、例えば３個のリール（図示せず）の回転開始からの時
間を計測するためのものである。
【００５４】
　具体的には、回転時間計測手段140は、駆動開始操作手段300の操作時に計測を開始させ
ているが、これに限らず、３個のリールの実際の回転開始時、或いはリール駆動手段500
の駆動開始時から計測を開始させても良い。
（自動停止制御手段150）
　自動停止制御手段150は、回転時間計測手段140により計測された計測時間が、予め設定
された自動停止時間に達したことを条件に、リール駆動手段500の駆動を停止させ、回転
中のリールを、遊技者による停止操作手段400～420の操作無しに自動停止させるためのも
のである。
【００５５】
　上記自動停止時間には、予め設定された標準となる標準自動停止時間を含むものである
。
　上記標準自動停止時間として、例えば６０秒を設定している。
　なお、標準自動停止時間は、上記６０秒に限定されない。
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　例えば、自動停止制御手段150は、６０秒経過時に、３個の全てのリールが回転中の場
合には、予め設定された停止順序、例えば左側リール、中央リール、右側リールの順で、
所定の停止間隔、例えば２００ms置きに対応するリールモータ510～530の駆動を停止させ
る。
【００５６】
　例えば、６０秒経過時に左側リールを停止し、その後、２００ms経過後に中央リールを
停止し、その後、２００ms経過後に右側リールを停止させる。
　なお、停止順序は、左側リール、中央リール、右側リールの順に限定されない。
　仮に、３個のリール中、２個のリールが回転中の場合には、回転中の２個のリールに対
応するリールモータ510～530の駆動を停止させ、又、３個のリール中、１個のリールが回
転中の場合には、回転中の１個のリールに対応するリールモータ510～530の駆動を停止さ
せる。
（遊技状態判断手段160）
　遊技状態判断手段160は、遊技状態を判断するためのものである。
【００５７】
　具体的には、遊技状態判断手段160は、抽選手段110の抽選結果にもとづいて、遊技状態
を判断している。
（停止時間可変手段170）
　停止時間可変手段170は、遊技状態判断手段160の判断結果にもとづいて、自動停止時間
、例えば６０秒を可変するためのものである。
【００５８】
　上記停止時間可変手段170により可変する時間は、６０秒より短くとも良いし、或いは
長くとも良い。
　例えば、特別役、例えばＢＢ移行役が当選した場合には、自動停止時間を、例えば３０
０秒に延長している。
　なお、停止時間可変手段170により可変する時間は、３００秒に限定されない。例えば
、特別役、例えばＢＢ移行役が当選した場合には、自動停止時間、すなわち６０秒を、例
えば３０秒に短縮しても良い。また、短縮する場合にも、３０秒に限定されない。さらに
、延長と短縮とを併用しても良い。
【００５９】
　また、停止時間可変手段170は、複数の各リール毎に自動停止時間を設定するようにし
ても良い。
　さらに、停止時間可変手段170は、抽選手段110によりいずれかの入賞役に当選している
ことを、遊技状態判断手段160により判断した場合に、当該入賞役が入賞するように自動
停止時間を設定するようにしても良い。
【００６０】
　例えば、特別役、例えばＢＢ移行役が当選した場合には、図示しないが、有効となった
ライン上に、ＢＢ移行役のシンボル、例えば「７」のシンボルが３個揃うように、リール
を自動停止させる。
　また、停止時間可変手段170は、遊技者により少なくとも１つのリールに対する停止操
作が行われたことを条件に自動停止時間を可変させるようにしても良い。
（ホッパー制御手段180）
　ホッパー制御手段180は、ホッパーユニット600を制御するためのものである。
（演出制御手段190）
　演出制御手段190は、演出装置700、例えば表示装置710やスピーカ720を制御して、演出
を実行するためのものである。
【００６１】
　上記演出制御手段190には、図１に示すように、次の手段を備える。
　　　　（１）計測時間報知手段191
　なお、演出制御手段190の手段は、上記した（１）に限定されない。
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（計測時間報知手段191）
　計測時間報知手段191は、回転時間計測手段140により計測された計測時間を、演出装置
700、例えば表示装置710やスピーカ720により報知するためのものである。
【００６２】
　例えば、表示装置710に、図示しないが、時計を表示して、計測時間を表示しても良い
。
　また、計測時間報知手段191は、回転時間計測手段140により計測された計測時間が、標
準自動停止時間、例えば６０秒に達する迄を一連の演出で、演出装置700、例えば表示装
置710やスピーカ720により報知するようにしても良い。
【００６３】
　例えば、表示装置710に、図示しないが、キャラクタを表示し、当該キャラクタにある
一定の動きをさせる。当該動きが終了した時に、標準自動停止時間、例えば６０秒が経過
しているようにする。
　また、例えば、キャラクタを６０ｍトラックで走らせる。このとき、キャラクタがスタ
ートラインからゴールライン迄を６０秒で走るように設定する。
【００６４】
　特別役、例えばＢＢ移行役が当選していない場合には、キャラクタを６０ｍトラックを
ゴールすると、リールの自動停止が開始する。
　これに対し、ＢＢ移行役が当選している場合には、キャラクタがゴールラインを通過後
も、リールが自動停止しない。このため、遊技者は、ゴールラインの通過迄のキャラクタ
の一連の動きに注目することで、ＢＢ移行役の当否を判断することが可能である。
（フローチャート）
　上記した構成を備えたスロットマシン10の動作を、図２に示すフローチャートを用いて
、以下に説明する。
【００６５】
　まず、図２に示すように、ステップＳ１０に進み、メダルが投入された否かを判定する
。
　上記判定は、図１に示す遊技制御手段100により行われ、遊技制御手段100においてメダ
ル投入手段200からの投入信号の入力の有無を監視している。
　上記判定の結果、メダルが投入されない場合には、図２に示すように、当該ステップＳ
１０を繰り返す。
【００６６】
　これに対し、メダルが投入された場合には、図２に示すように、ステップＳ１０から次
のステップＳ１１に進み、駆動開始操作手段300としてのスタートレバーがＯＮとなった
か否かを判定する。
　上記判定は、図１に示す遊技制御手段100により行われ、遊技制御手段100において駆動
開始操作手段300からのスタート信号の入力の有無を監視している。
【００６７】
　上記判定の結果、スタートレバーがＯＦＦ状態を維持している場合には、図２に示すよ
うに、当該ステップＳ１１を繰り返す。
　これに対し、スタートレバーがＯＮとなった場合には、図２に示すように、ステップＳ
１１から次のステップＳ１２に進み、役抽選が行われる。
　上記処理は、図１に示す抽選手段110により実行される。
【００６８】
　上記役抽選後、図２に示すように、ステップＳ１２から次のステップＳ１３に進み、リ
ールの駆動を開始するとともに、リールの回転時間計測を開始する。
　上記リールの駆動は、図１に示す遊技制御手段100を介して、リール駆動手段500の駆動
を開始することにより行われる。その結果、複数個、例えば３個のリールの回転が開始さ
れる。
【００６９】
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　また、回転時間計測は、図１に示す回転時間計測手段140により実行される。
　上記処理後、図２に示すように、ステップＳ１３から次のステップＳ１４に進み、特別
役、例えばＢＢ移行役が当選したか否か判定する。
　なお、特別役は、ＢＢ移行役に限定されない。
　上記判定は、図１に示す遊技状態判断手段160により行われる。
【００７０】
　上記判定の結果、特別役、例えばＢＢ移行役が当選した場合には、図２に示すように、
ステップＳ１４から次のステップＳ１５に進み、特別役当選時の自動停止時間がセットさ
れる。
　上記処理は、図１に示す停止時間可変手段170により実行され、例えば３００秒がセッ
トされる。
【００７１】
　上記セット後、図２に示すように、ステップＳ１５から次のステップＳ１６に進み、停
止操作が有るか否か判定される。
　上記判定は、図１に示す遊技制御手段100により行われ、遊技制御手段100において３個
の停止操作手段400～420からのストップ信号の入力の有無を監視している。
　上記判定の結果、停止操作が有る場合、すなわち、３個の停止操作手段400～420のいず
れか１個が操作された場合には、図２に示すように、ステップＳ１６から次のステップＳ
１７に進み、リールを停止制御する。
【００７２】
　上記処理は、図１に示す遊技制御手段100により行われ、一般遊技であれば、一般遊技
実行手段120により実行される。その結果、停止操作が行われた対応する１個のリールが
停止する。
　上記停止制御後、図２に示すように、ステップＳ１７から次のステップＳ１８に進み、
全リール、例えば３個のリールが全て停止したか否か判定される。
【００７３】
　上記判定は、図１に示す遊技制御手段100により行われ、一般遊技であれば、一般遊技
実行手段120により判定される。
　上記判定の結果、全リールが停止していない場合には、図２に示すように、ステップＳ
１８から先のステップＳ１６に戻る。
　これに対し、全リールが停止している場合には、図２に示すように、ステップＳ１８か
ら次のステップＳ１９に進み、入賞処理が行われ、その後、先のステップＳ１０に戻る。
【００７４】
　上記処理は、図１に示す遊技制御手段100により行われ、入賞している場合には、ホッ
パー制御手段180によりホッパーユニット600を駆動させ、所定枚数のメダルを遊技者に払
い出す。
　一方、先のステップＳ１４において、特別役が当選していない場合には、図２に示すよ
うに、ステップＳ２０に進み、特別役非当選時の自動停止時間がセットされる。
【００７５】
　上記処理は、図１に示す停止時間可変手段170により実行され、例えば６０秒がセット
され、その後、図２に示すように、ステップＳ２０から先のステップＳ１６に進む。
　また、先のステップＳ１６において、停止操作が無い場合には、図２に示すように、ス
テップＳ２１に進み、先のステップＳ１５又はステップＳ２０でセットされた所定の自動
停止時間（３００秒又は６０秒）が経過したか否か判定される。
【００７６】
　上記判定は、図１に示す自動停止制御手段150により行われる。
　上記判定の結果、自動停止時間が経過していない場合には、図２に示すように、ステッ
プＳ２１から先のステップＳ１６に戻る。
　これに対し、自動停止時間が経過した場合には、図２に示すように、ステップＳ２１か
ら次のステップＳ２２に進み、停止していないリールを全て停止制御する。
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【００７７】
　上記処理は、図１に示す自動停止制御手段150により行われる。その結果、回転中のリ
ールが全て停止する。
　上記停止制御後、図２に示すように、ステップＳ２２からステップＳ１９に進む。
（発明の第二の実施の形態）
　つぎに、図３を用いて、本発明の第二実施の形態について、以下に説明する。
【００７８】
　本実施の形態の特徴は、図３に示すように、遊技制御手段100に停止順序可変手段800を
備えている点である。
　上記停止順序可変手段800は、遊技状態判断手段160の判断結果にもとづいて、自動停止
制御手段150による停止順序を異ならせるためのものである。
　例えば、一般遊技中に、特別役、例えばＢＢ移行役が当選した場合には、左側リール、
中央リール、右側リールの順を、中央リール、左側リール、右側リールの順に変更する。
【００７９】
　その結果、遊技者は、中央リールが最初に停止することで、ＢＢ移行役が当選したこと
を知ることが可能となる。
　なお、変更後の停止順序は、中央リール、左側リール、右側リールの順に限定されない
。
　また、本実施の形態では、図３に示すように、停止順序可変手段800と、停止時間可変
手段170とを併用したが、これに限らず、停止時間可変手段170を省略しても良い。
【００８０】
　一方、自動停止開始後、所定の時間（５秒）程度、自動停止前の回転中のリールに対応
する停止操作手段400～420を有効にしても良い。
　例えば、ＢＢ移行役が当選した場合に、停止順序可変手段800により、中央リールを最
初に停止させ、このとき有効となっているライン（図示せず）上に「７」を停止させる。
遊技者にとっては、中央リールの停止後、５秒間は、「７」を狙って左側リール、右側リ
ールを停止できる楽しみが発生する。
【図面の簡単な説明】
【００８１】
【図１】スロットマシンの概略ブロック図である。
【図２】スロットマシンの動作を説明するためのフローチャートである。
【図３】本発明の第二の実施の形態を示し、同図はスロットマシンの概略ブロック図であ
る。
【符号の説明】
【００８２】
（第一の実施の形態）
　10　スロットマシン　　　 100　遊技制御手段
 110　抽選手段　　　　　　 120　一般遊技実行手段
 130　特別遊技実行手段　　 131　ＲＢ制御手段
 132　ＢＢ制御手段　　　　 140　回転時間計測手段
 150　自動停止制御手段　　 160　遊技状態判断手段
 170　停止時間可変手段　　 180　ホッパー制御手段
 190　演出制御手段　　　　 191　計測時間報知手段
 200　メダル投入手段　　　 300　駆動開始操作手段
 400～420  停止操作手段　　500  リール駆動手段
 510～530  リールモータ　　600  ホッパーユニット
 700　演出装置　　　　　　 710　表示装置
 720　スピーカ
（第二の実施の形態）
 800　停止順序可変手段
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